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このたびはマクセル製品をお買い上げいただきありがとうございます。 
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全に 
お使いください。 

また、この取扱説明書(保証書を含みます)は大切に保管してください。 
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梱包品の確認 



取扱説明書 
(保証書付き) 
X 1部 

本書です 



03.5 mm ステレオミニプラグケーブル xl 本 
(30 cm ) 










2. はじめに 


取扱説明書をお読みになるにあたって 


• この取扱説明書については、将来予告なしに変更することがあります。 

• 製品改良のため、予告なく外観または仕様の一部を変更することがあります。 

• この取扱説明書につきましては、万全を尽くして製作しておりますが、万一ご不明な点、 
誤り、記載漏れなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。 

• この取扱説明書の一部または全部を無断で複写することは、個人利用を除き禁止されてお 
ります。また無断転載は固くお断りします。 

免責事項（保証内容については保証書をご参照ください） 


• 火災、地震、第三者による行為、その他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他 
異常な条件下での使用による損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

•保証書に記載されている保証がすべてであり、この保証の外は、明示の保証•黙示の保証 
を含め、一切保証しません。 

• この取扱説明書で説明された以外の使い方によって生じた損害に関して、当社は一切責任 
を負いません。 

• 接続機器との組み合わせによる誤作動などから生じた損害に関して、当社は一切責任を負 
いません。 

• 本製品は、医療機器、原子力機器、航空宇宙機器、輸送用機器など人命に係わる設備や機 
器、および高度な信頼性を必要とする設備、機器での使用は意図されておりません。これ 
らの設備、機器制御システムに本製品を使用し、本製品の故障により人身事故、火災事故 
などが発生した場合、当社は一切責任を負いません。 


•本製品は日本国内仕様です。日本国外での使用に関し、当社は一切責任を負いません。 




3. 安全上のご注意 


安全にお使いいただくために必ずお守りくださし V > 


表示の説明 


/!\危険 

「誤った取り扱いをすると人が死亡または重傷 n を負うことがあり、 
かつ、その度合いが高いこと」を示します。 

△警告 

「誤った取り扱いをすると人が死亡する、または重傷を負う可能性が 
あること」を示します。 

A 注意 

「誤った取り扱いをすると人が傷害を負う可能性または物的損害 
が発生する可能性があること」を示します。 


* i :重傷とは、失明やけが、やけど、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および治療に 


入院や長期の通院を要するものを示します。 

*2 :傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが • やけど • 感電を示します。 
*3 :物的損害とは、 家屋. 家財および家畜 • 愛玩動物にかかわる拡大損害を指します。 


絵表爪の 
例 

A 

△記号は製品の取り扱いにおいて、発火、破裂、高温等に対する注意を 
喚起するものです。図の中に具体的な注意内容が描かれています。 

0 

〇記号は製品の取り扱いにおいて、その行為を禁止するものです。具体 
的な禁止内容は図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 

• 

•記号は製品の取り扱いにおいて、指示に基づく行為を強制するもの 
です。具体的な強制内容は図記号の中や近くに絵や文章で示しています。 


△警告 


水にぬらさないでください。 

風呂場、台所、海岸、水辺、屋外では使用しないでください。また加湿器を過度 
に効かせた部屋や、雨■雪 ■ 水がかかる場所での使用は特にご注意ください。 
火災 • 感電の原因になるおそれがあります。 


みずぬれ禁止 


修理や改造、または分解しないでください。 

火災、感電、またはけがをするおそれがあります。修理や改造、分解に起因する 
物的損害について、当社は一切責任を負いません。また、修理や改造、分解に起 
因する故障に対する修理は保証期間内であっても有料となります。 




異常時は電源プラグをコンセントから抜いてください。 

煙が出た場合、変なにおいや音がする場合、水や異物が内部に入った場合、本機器 
を落下させた場合はすぐに電源スイッチを切り電源プラグをコンセントから抜いて胃' g ? グ 
ください。そのまま使用すると火災、感電などの原因になるおそれがあります。 




いたんだ電源コードは使用しないでください。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、ねじったりしないでください。また重い 
ものをのせたり、本体の下敷きにならないようにしてください。芯線が露出した 
り断線した場合は、必ず新品のコードに交換してください。そのまま使用すると 
火災、感電などの原因になるおそれがあります。 


0 

禁止 


















△警告 

誤った方法で設置 • 使用しないでください。 

• 本機をさかさまにしたり、風通しの悪い場所で使用したりしないでください。 
• 通気性の悪い場所へ押し込まないでください。 _ 

雷が鳴り出したら使用しないでください。 

感電の原因になるおそれがあります。 





A 

感電注意 


指定された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。 

本機 AC アダプタの指定電源電圧は交流10◦〜24◦ボルトです。船舶などの 
直流 （ DC ) 電源には接続しないでください。感電 • 火災の原因になるおそれ 
があります。 


0 

禁止 


本機の落下時、破損時は必ず販売店に点、横を依頼してください。 

そのまま使用すると、感電 • 火災の原因になるおそれがあります。 


❶ 

点検を依頼 


電源プラグにホコリがつかないようにしてださい。 

電気の火花がホコリに引火し、火災の原因になるおそれがあります。定期的 
にゴミやホコリを取り除いてください。 


❶ 

電源論グ を 


電源プラグは目に見える位置で、手が届きやすいコンセントに差し込んでください 

万一の際、すぐに電源プラグを引き抜けるようにしてください。 


❶ 


電源プラグは 
見える位置に 


本機の上にものを置かないでください。 

本機の上に花びんや植木鉢、化粧品や薬品、飲料水などが入った容器、ろうそく、 
および小さな貴金属やプラスチック、木片などを置かないでください。水や異物の 
混入は感電 • 火災の原因になるほか、接触面の外装を破損するおそれがあります。 


0 

禁止 


濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因になるおそれがあります。 


⑩ 

ぬれ手禁止 


△注意 


不安定な場所へ置かないでください。 

ぐらついた台の上や傾いた場所などに置かないでください。落ちたり倒れたりし 
てけがの原因になるおそれがあります。 



直射日光があたる場所や、異常に温度が高くなるところへ置かないでください。 

機器表面や部品が劣化するほか、火災の原因になります。夏の閉め切った自動車 
内や直射日光の当たるところ、ストーブの近くでは特にご注意ください。 



薬物を使用しないでください。 

ベンジン、シンナー、合成洗剤などで外装を拭かないでください。また接点復活剤を 
使用しないでください。外装が劣化するほか、部品が溶解するおそれがあります。 
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/ K 注意 

湿気やほこりの多い場所へ置かないでください。 

加湿器のそばや調理台の近く、その他ホコリの多い場所に設置しないでください。 
回路がショートして、火災 • 感電の原因となるおそれがあります。 

0 

禁止 

お手入れの際、長期間使用しない時は、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

安全のため、電源スイッチを切り電源プラグをコンセントから抜いてください。 

電镒グ 

AC アダプタを布やカバーで覆わないでください。 

熱がこもり、ケースが変形し、火災•感電の原因となるおそれがあります。 

0 

禁止 

専用の AC アダプタ以外を使用しないでください。 

火災 • 感電の原因となるおそれがあります。 

0 

禁止 

電源プラグは根元まで確実に差し込んでください。 

差し込みが不十分のまま使用すると、感電やホコリの堆積による火災の原因となる 
おそれがあります。 

❶ 

盤こグ 
妻し込む 

ゆるみのあるコンセントは使用しないでください。 

電源プラグを差し込んだ時、ゆるみがあるコンセントは使用しないでください。火 
災 • 感電の原因となるおそれがあります。 

0 

禁止 

外部機器の接続には取扱説明書をよくお読みください。 

本機および、各機器の取扱説明書をよく読み、電源を切った状態で接続してください0 

A 

注意 

環境気温の急激な変化で、本機に結露が発生する場合があります。 

正常に作動しない場合は、電源を入れない状態でしばらく放置してください。 

A 

注意 

電源コードを引っ張らないでください。 

コードが傷つき、感電•火災の原因となる場合があります。引き抜く場合にはブラ 
グ部分を持って行ってください。 

0 

禁止 

長時間音が歪んだ状態で使用しないでください。 

スピーカーが発熱し火災の原因になるおそれがあります。 

0 

禁止 

近くにブラウン管を置かないでください。 

色ムラがおきる場合があります。 

A 

注意 

小さなお子様の手が届かないように本製品を配置してください。 

❶ 

強制 
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電池についての安全上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発火 • 誤飲による大けがや失明を避けるため、 
下記注意事項を必ずお守りください。 


△危険 

電池が液漏れしたとき /〇 

電池の液が漏れたときは素手で液をさわらないでください。液が目に入ったとき〇 
は、失明の原因になることがありますので目をこすらず、すぐに水道水などのき ^ 
れいな水で十分洗い、速やかに医師の診断を受けてください。液が身体や衣服に 
ついたときも、やけどやけがの原因になることがありますので、すぐにきれいな 
水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状が現われたときには、ただちに医師の治 
療を受けてください。 


△警告 

機器の表示に合わせ、十と一を正しく入れてください。 

〇 

強制 

火、水の中に入れないでください。 

0 

禁止 

充電しないでください。 

0 

禁止 

分解、加熱しないでください。 

0 

禁止 

コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しないで 
ください。 

0 

禁止 

液漏れした鼋池は使わないでください。 

0 

禁止 

使いきつた疆池は取り外してください。 

長期間使用しないときも取り外してください。 

0 

禁止 

指定された電池以外は使用しないでください。 

0 

禁止 
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4. 特長 


•ワイドに広がる「マジックスピーカー」テクノロジー搭載※1 

スピーカーユニットの実際の位置よりも左右に配置されているように聴こえる「マジック 
スピーカー」テクノロジー搭載。スリムな筐体ながらワイドなサウンドを実現しました。 



_046 mm アルミコーンスピーカー、バスブースト回路搭載 

音の表現力に優れたアルミコーンスピーカーを採用。また本体にバスレフ構造とバス 
ブースト回路を設けることで力強い低音再生を実現しました。 

• FM ラジオチューナー内蔵 

最大7局分の周波数をプリセツト登録可能。お好きな放送局を簡単に呼び出せます。 

籲時計表示 • 多機能アラーム搭載 

アラーム時刻 • 曜日の設定が可能。設定した時刻に iPod/iPhone や FM の自動再生をはじ 
めます。スヌーズ機能搭載でアラームを止めても5分後に再び自動再生をおこないます。 

•スリープタイマー搭載 

リモコン操作により、約3〇/6〇/9〇分間のスリープタイマー（自動電源オフ）を設定 
でぎます。 

•Universal Dock アダプタ対応 

Universal Dock アダプタを使用して、コネクタ部への負荷を軽減することができます。 


• iPod / iPhone のメニュー操作ができるマルチリモコン 

赤外線リモコン標準装備で離れた場所からスピーカーのボリューム調整、再生/停止、 
曲送り/曲戻しなどのほか、各種メニュー操作が可能です。 

(iPod/iPhone 操作は対応機種のみ。対応表参照。） 

• ¢3. 5 mm ステレオミニプラグケーブル付属 

0 3.5mm ステレオミニプラグケーブルを使用すれば、 iPod/iPhone 以外の才ーディオプ 
レ_ヤ_との接続も可能です。 

※亏「マジックスピーカー」テクノロジーには、新日本無線株式会社の 3 D 音響技術を使用しています。 

※2距離は目安です。広がりの効果は、再生する音源により異なります。 


iPod / iPhone 対応表（再生•充電•リモコン操作) 




第4世代 


iPod mini 


1 


iPod nano 
第 4 世代（ビデオ） 


第4世代(カラー液晶） 


第5世代（ビデオ） 


iPod nano 
第1世代 


iPod nano 
第2世代(アルミ） 


I 


□ 


iPod nano 

第5世代（ビデオカメラ） 


iPod nano 
第6世代 








| A | 


〇 


\〇 


〇 


④ 


iPod 

iPod 

iPod 

iPod classic 


〇 


w 




14,1 



〇 






iPod nano 
第3世代（ビデオ） 



iPodtoucn 
第1世代 


iPod touch iPod touch iPod touch 

第 2 世代 第 3 世代 第4世代 



iPhone 3G 


iPhone 3GS 


iPhone 4 


※表示のないモデルは iPod/iPhone 専用機能には対応していません。 
(2〇10年11月現在） 



iPod/iPhone の対応状況については、携帯サイトでご確認いただけます。 
http://dvd.maxell.co.jp/speaker/mxsp2200/ 
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5. 各部の名称と機能 


<本体正面> 



リモコン受光部 

リモコンからの信号を受信します。 


液晶画囬- 

時刻やアラーム、 

モード状態などを表示します。 


スピーカーユニット 


iPod Dock 

iPod / iPhone 接続用の端子です 0 
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< 天面 > 


スヌー ズボタン 



<背面> 
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< リモコン > 


モード切換ポタン 

時刻設定ボタン 
FM プリセツトポタン 
タイマー設定ボタン 

ポリューム （+) ポタン© 
ポリューム （_) ポタン 

アラームタイマーポタン 

メニューポタン 
マジックスピーカー切換ポタン 
メニュー UP ポタン 
メニュー DOWN ボタン 



電源ポタン 

セツトポタン 
スリープ設定ポタン 

¢3)曲戻しポタン 
0再生/—時停止ポタン 
@曲送りポタン 

消音ポタン 

バスブースト切換ポタン 


メニュー選択ポタン 


<液晶表示> 


曜日表示 


モード表示- 
(iPod、FM、AUX)' 

アラームタイマー表示 


SUN MON TUE WED THU FRI SAT 

TIMER SLEEP MEMORY «•)) BASS 




AM/PM 表示 


時刻/周波数表示 
バス ブース ト表示 


TIMER 表示 / \ マジックスピーカー表示 

SLEEP 表示 MEMORY 表示 
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6. スピーカーの 準備をする 


1. AC アダプタを接続します 


本体背面の AC アダプタ端子に付属の AC アダプタを接続します。 

※注意付属の AC アダプタ以外は使用しないでください。 


⑩❹ ◎ 

DC12V LINE IN ANT 



2. リモコンを準備します 

1 . リモコンの電池トレーをスライドさせます。 

2. ボタン電池 （CR 203 2) を入れます。 

※付属のリモコンには、おためし用電池があらかじめ入ってし)ます。 

初めてご'利用の際には、電池トレーを開け、絶縁シートを取り出してご利用ください。 



3. 時計を設定します 

1 . 本体またはリモコンの （!） ポタンを押して電源を入れます。 

2. リモコンの | clock | ポタンを長押し（約2秒）すると、 

液晶画面の曜日表示 SUN が点滅します。 

3. リモコンの®ボタンで曜日をあわせ丨 SET |ボタンを押します。 

4. 時間表示が点滅していますので、リモコンの〇〇ポタンであわせ ([ set ] ポタンを押します。 

5. 分表示が点滅していますので、リモコンの 〇〇 ボタンであわせ 「 SET ~| ボタンを押します0 
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7. iPod / iPhone で音楽を聴く 


1. フタをあける 

スピーカー本体の下部にあるフタを後方にスライド 
させて開けます。フタは固定式ですので、後方に固 
定されるまでスライドさせてください。 


2. Dock アダプタ装着 

お手持ちの iPod/iPhone に専用の Dock アダプタが付 
属している場合は、コネクタの破損を防ぐため Dock ア 
ダプタを装着してください。 Dock アダプタが付属して 
いない場合は、 Af)ple 社から購入してください。 

http://www.apple.com/jp/ 




3. iPod / iPhone を接続する 

お手持ちの iPod/iPhone の Dock コネクタとスピーカー本体のコネクタ端子を合わせ 
て接続します。 

《•iPod/iPhone 接続時は Dock コネクタに対し垂直に接続してください。 

※iPod/iPhone の取り付け•取り外し•持ち運びの際、 Dock コネクタに負荷がかからないようにしてください。 
Dock コネクタ破損のおそれがあります。 
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4. iPod モードに設定する 

本体またはリモコンのポタンを押し、モードを 「iPod」 に設定します。 


5. 音楽を再生する 

1 .iPod のメニュー操作で「ミュージッタ」を選択し、リモコンの卜叫ポタンと [▲][▼ 

で「アーティスト」「アルバム」などの項目をスクロールします。※ 

2. [一 丨ボタンを押して、選んだ項目を確定します。 

3. 曲目を選びポタンを押すと、 iPod/iPhone の再生ができます。また、既に 
iPod/iPhone で選択した曲目がある場合は、ポタンを押すと再生できます。スピーカー 
本体またはリモコンの 〇〇 で音量を調整してください。 

4. ©ボタンを押すと曲送り、長押しすると早送りができます。またボタンを押すと曲戻 
し、長押しすると早戻しができます。 

※卩〇。 nano 第6世代では、メニューの移動や選択ができませんので、 nano 本体で操作してくださ U 


6. 音楽を聴き終えたら 

音楽を聴き終えたら、 iPod/iPhone を停止させ、スピーカー本体 
の電源を OFF にしたのを確認してから、 iPod/iPhone を取り外し 
ます。 iPod/iPhone を取り外した後、フタを閉めます。フタは固 
定されていますので、フタを後方に押して固定を解除してから、 
前方にスライドしてフタを閉めます。 
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| 8] マジックスピ-力-•バスブ-ストを使用する 

1■マジックスピーカー 

リモコンのポタンを押し、マジックスピーカーの ON/OFF を切り換えます。本体の液 
晶に（ ( *>)が表示されれば、マジックスピーカーが ON の状態となり、ワイドに広がるサウン 
ドをお楽しみいただけます。 

※マジックスピーカーは、試聴する曲や環境により効果に差があります。またモノラル音源では効果はありません。 

2■バスブースト 

リモコンの [ bass | ボタンを押し、バスブーストの ON/OFF を切り換えます。本体の液晶に 
BASS が表示されれば、バスブーストが ON の状態となり、迫力ある低音をお楽しみいただ 
けます。 
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| 9. FM ラジオを聴く 

1. FM アンテナを接続する 

付属の FM アンテナを本体背面の FM アンテナ端子 
(ANT) に接続します。アンテナの方向により受信 
状態を最良となるようにセツトしてください。 


2. FM 受信モードにセツトする 

リモコンの ImodeI ポタンを押し、モードを 「FM」 に 
セツトします。 

3■選局（チューニング）する 

リモコンの 〇 〇ポタンで聴きたい放送局を選びます。 

(76.0MHz ~1 08.0MHz /0.1 MHz 単位） 

«チューニングする局がなく自動選局を止める場合は («^ i ] ポタンを押し別のモードにしてください。 

4. お好きな局をメモリーする 

リモコンの ポタンでメモリー したい 放送局を選びます。リモコンの I SET |ボタ 

ンを押して離すと液晶に MEMORY 表示が点滅し、次に [SET |ボタンを押すとメモリー 1 に 
登録されます。同じ手順を繰り返して、最大7局の放送局をメモリーすることができます。 


DC12V LINE IN ANT 



5 .メモリーした放送局を聴く 

リモコンのボタンを押すとメモリー1の放送局が選択されます。続けて押すとメモリ 
一した放送局がメモリー2 • 3 • 4 • • • 7の順で選択されますので、メモリーした放送局 
を選択し聴くことができます。メモリー7からさらにボタンを押すとメモリー1に戻 
ります。 
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10. iPod / iPhone 以外の機器で音楽を聴く 


1. ステレオミニプラグケーブルを接続する 

付属の 03.5mm ステレオミニプラグケーブルの一方を本体背面の外部オーディオ入力端子 
(LINE IN) に接続し、もう一方をお手持ちのオーディオ機器に接続します。 



2. 外部才ーディオ入カモードに設定する 

リモコンの |mode| ボタンを押し、モードを外部才 
—ディオ入カモード （AUX) に設定します。 

3. 音楽を再生する 

接続した機器を操作し音楽を再生します。 

※接続した機器の韻を大きく設定^■ると、音が割れたりひずんだりすることがありますので、小さし、音»、ら調整してください。 

※リモコンの ® 、 ® ® 、 iH i - i^~i ボタンは iPod/iPhone 専用のボタンです。外部才ーデイオ入力 

では機能しません0 
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I 11. アラ-ムタイマ-/スリ-プ機能を使用する 

1. アラームタイマー時刻 • 曜日を設定する 

1 . リモコンの | timer | ポタンを長押し(約2秒)すると液晶の曜日表示 SUN が点滅をはじめます。 

※ |T,ME R ] ボタンを長押しせず短く押した場合は液晶の TIMER 表示が点灯し、現在タイマー設定されている時刻と曜日 
を表 TJX します。 

2. ® © ポタンを押してセットしたい曜日を選択し 、 fsET ) ボタンを押します。 

複数の設定が可能です。セットしない曜日は®ポタンを押して時間設定に移行してください。 

3. 「時間」表示が点滅をはじめますので、時間を〇©ボタンで設定し [SET |ポタンを押します。 

4. 「分」表示が点滅をはじめますので、分を〇〇ボタンで設定し I SET ] ボタンを押します。 

2. アラームタイマーを使用する 

^ I ポタンを押して、液晶に漆;表示がでればアラームタイマーが設定されます。 

※アラーム音源は、スピーカー本体に iPod/iPhone を接続してし vg) 場合は jPod/iPhone が再生され、 iPod/iPhone が接続され 
てし)なし場合は FM が^生されます。 

※アラーム韻は、最後に麵した韻で設定されますので'適当な韻に設定してください。 

※アラームタイマー設定中に停電などで霪源が切れた場合には時刻耀日がリセットされるため、タイマー機能も動作しません 0 

3. アラーム 音を止める 

1 . アラームを一時停止する（スヌーズ機能） 

アラーム 中にスピーカー本体天面の中央にある丨 snooze ] ボタンを押すと、 アラームは一 
時停止状態となり iPod / iPhone または FM の再生を停止します。 アラームは一 時停止します 
が、スヌーズ機能が動作していますので、5分後に再び再生をはじめます。スヌーズ機能は 
次の項「2. アラームを 止める」を操作するまで継続します。 

2. アラームを 止める 

本体またはリモコンの「<!>1ボタンを押して本体電源を切ります。 


4. スリープタイマーを使用する 

リモコンの & EEP ] ポタンを押して、スリープタイマーを設定します。設定時間は、 [^ LEEP ] ポタン 
を繰り返して押すことにより、3 0分—6 0分—9 0分—〇 FF の順で設定されます。スリープタ 
イマーセツト後に時間変更する場合は 、 I SLEEP I ポタンを押すと設定が〇 F F (解除）されますので、 
あらためて [ sleep I ポタンを押して再セットしてください。 
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|12 .故障かな？と思ったときは 

「故障かな？」と思ったときは、下記の項目をチェックしてみてください。 


症状 

対策 

電源が入らない 

• AC アダプタとスピーカー本体および電源ソケツトとの接続を確認し 
てみてください。 

iPod がセット 
でぎない 

• お使いの Dock アダプタが iPod に合っているか確認してみてください。 

• Dock コネクタに異物がないか確認してみてください。 

音がでない 

• iPod が正しく Dock コネクタにセツトされているか確認してみてください。 

• iPod が再生状態か確認してみてください。 

•再生モード (iPod/FM/AUX) があっているか確認してみてください。 

• ボリュームを調整してみてください。 

• 接続する AV 機器などとの接続を確認してみてください。 

-接続する AV 機器などの電源やボリュームを確認してみてください。 

音がひずむ 

• 本体の音量を下げてみてください。 

• 接続した機器の音量を下げてみてください。 

-接続した機器のバスブーストなどの機能をオフにしてみてください。 

ノイズが大きい 

• 接続する機器との接続を確認してみてください。 

• テレビなどの音が出る機器から離してみてください。 

• テレビなどの機器とは別のコンセントを使用してみてください。 

FM の 

ノイズが大きい 

• FM アンテナが接続されているか確認してみてください。 

• 接続したアンテナを伸ばして向きをかえてみてください。 

• 受信する周波数をかえてみてください。 

リモコンが 

ぎかない 

• リモコンと本体の距離を近づけてみてください。 

• リモコン信号を遮る障害物がないか確認してみてください。 

-リモコンの電池の向きを確認してみてください。 

• リモコンの電池残量を確認してみてください。 


動作や表示の問題が解決しない場合は、 AC アダプタをはずして接続しなおしてみてください。 
スピーカー本体の設定が初期状態にリセットされます。 


21 











|13 ■仕様 


製品仕様 


型番 

MXSP-2200 

実用最大出力 

4.2W+4.2W 

再生周波数特性 

70Hz 〜 20kHz 

スピーカーユニット 

防磁型 46mm アルミコーンスピーカー 

FM 受信周波数 

76.0MHz 〜108.0 MHz 

入力端子 

iPod コネクタ端子 

03.5mm ステレオミニプラグ端子 

02.5mmFM アンテナ端子 

電源 

AC アダプタ 12 V/1.5A 

外形寸法 

幅12 0X 高さ186 x 奥行き 136mm (突起部含まず） 

質量 

約 780g 

付属品 

AC アダプタ、赤外線リモコン （CR2032X 1個付き） 

03.5 mm ステレオミニプラグケーブル（約 30cm) 

FM チューナー用アンテナケーブル 

取扱説明書(保証書付き） 


籲記載の内容は201◦年11月現在のものです。 

籲製品の仕様およびデザインは改良のため予告なく変更する場合があります。 

籲 iPod は米国およびその他の国で登録されている Apple Inc. の商標です。 

籲 「Made for iPod/Made for iPhone」 とは、 iPod/iPhone 専用に接続するよう設計され、 
アップルが定める性能基準をみたしているとデべ□ッパによって認定された電子アクセサ 
リであることを示します。 

•アップルは、本製品の性能および安全および規格への適合について一切の責任を負いません。 
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14. 保 I 正とアフターサービス 


■保証書に関して 

保証書はかならず「販売店 • お買い上げ日」などの記入を確かめて販売店からお受 
け取りください。また、保証書はよくお読みの上で、大切に保管してください。 
保証期間は、お買い上げ日から1年間です。 

■ 本製品に関するお問い合わせ先 

本製品に関するご質問がございましたら、下記までお問い合わせください。 


〒102-8521 

東京都千代田区飯田橋 2-18-2 


日立マクセル株式会社 


お客様ご相談センター 
TEL .(03)5213-3525 
FAX .(03)3515-8261 
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- 無料修理規定 - 

1. 万一製造上の理由により本製品が故障した場合は、この保証書を添えて 
お買い上げ店にお届けください。正常なご使用状態で購入後1年以内で 
あれば、当社にて無料で修理または交換いたします。なお、お届けいた 
だく際の運賃などの諸費用はお客様にご負担願います。 

2. 保証期間内でも次のような場合には有料になります。 

1 ) ご依頼の際、保証書の添付がない場合。 

2) 使用上の誤り（取扱説明書、取扱上の注意事項以外の誤操作など） 
により生じた故障。 

3) 修理•改造•分解などによる故障。 

4) お取り扱い上の不注意（落下、衝撃、水掛かり、砂_泥の付着、機器 
内部への水、砂、薬品の入り込みなど）、手入れの不備（カビ発生、 
チリ•ホコリ等）による故障。 

5) 本体以外の付属品および消耗品。 

6) 一般用途以外（例えば、業務用の著しい連続使用、船舶への搭載な 
ど）に起因する損傷。 

7) 故障の原因が本製品以外（供給電源など他の機器）にあって、それ 
を点検 • 修理した場合などの損傷。 

8) 前記以外で当社の貴に帰することのできなし塬因により生じた故障。 

3. 本製品の故障に起因する二次的な損害（期待した利益の喪失、精神的な 
損害など）の補償については、当社は一切その責任を負いませんのであ 
らかじめご了承ください。 

4. 本保証書は日本国内のみにおいて有効です。 


This warranty is valid only in Japan. 




